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各 位 
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代 表 者 代表取締役社長 渡辺 雄一郎 

(コ ー ド 番 号 ： 66 27 )東 証 マ ザ ー ズ 
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平成 28年３月期 第１四半期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、平成 27年５月 15日に公表した平成 28 年３月期第１四半期（平成 27年４月１日～平成 27 年６月

30日)の業績予想を以下のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

●業績予想の修正について 

 

平成 28年３月期第１四半期の連結業績予想数値の修正（平成 27年４月１日～平成 27年６月 30日） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰属する当期

純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

5,600 

百万円 

500 

百万円 

490 

百万円 

300 

円 銭 

32.32 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 5,750 700 700 470 50.63 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 150 200 210 170 － 

増 減 率 （ ％ ） 2.7 40.0 42.9 56.7 － 

(参考)前期第１四半期実績 

(平成 27年３月期第１四半期) 
5,028 33 28 △106 △11.44 

 

修正の理由 

平成 27 年３月期第４四半期に発生した主要顧客における生産調整が正常化したことに伴い、受託量が一

時的に増加したことなどから売上高が増加いたしました。また、費用面では見込み通り減価償却費が増加し

たものの、設備の保守費用等を含む修繕費が見込みより減少いたしました。この結果、営業利益、経常利益、

親会社株主に帰属する当期純利益において平成 27年５月 15日に公表した前回予想を上回る見通しとなりま

した。 

 

今後の見通し 

平成 28 年３月期第２四半期は、第１四半期に発生した一時的な売上高の増加が一段落することに加え、

修繕費が増加するため、第１四半期に比べ減益になる見通しです。 

  平成 28 年３月期第２四半期連結業績予想につきましては、平成 27 年７月 30 日に第１四半期決算短信に

おいて開示を予定しております。 

 

（注）本資料における上記の予想を含む記述は、発表日現在に入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績・結果は予想数値あるいは見通しと異なる場合があります。 

                                              以上 


